


SPCO 2020の発行にあたって

2020年4月1日
スチールプランテック（株）
代表取締役社長　灘 信之

謹啓　
　原稿の締め切りが迫った２月中旬、新型コロナウイルス感染が大きな広がりをみせるであ
ろうとの危惧から、創業２０年祝賀パーティは断念し、記念誌だけは発行しようと決めまし
た。これまでに社内で起こったことをあげれば、ご親族の重篤化や海外出張先からの緊急脱
出などがありました。また、製作組立プロセスをアウトソーシングする我が社は、韓国、中
国のパートナー企業へ出向くことが不可能になっています。

　ただ、これは一企業の出来事であり、世界に目を向ければ、人命にかかわる医療崩壊、
３万人を超える死者、社会生活、ビジネスにも多大なダメージが発生しています。現時点で
感染の広がりは、100年前に起きたスペイン風邪流行のようなパンデミックの様相を呈して
いて、一刻も早い抑え込みの成功を願うばかりです。

　昨今「レジリエンス」という言葉が、環境保護、医学、エンジニアリング、人材開発で聞
かれるようになってきました。サステナビリティに類似していて回復力と訳されています。
よく調べてみると、この言葉が意味しているのは「攪乱を吸収し、基本的な機能と構造を保
持し続けるシステムの能力。（中略）絶えず変化する環境に合わせて流動的に自らの姿を変更
しつつ、目標を達成すること。（中略）均衡状態に到達するための性質ではなく、発展成長す
る動的過程を促進するための性質」（河野哲也『境界の現象学』）と説明されています。

　歴史を振り返ると甚大な災禍の度に、人類はその英知を結集し克服してきました。それは
我々にそなわったレジリエンスが発揮されたからです。このコロナウイルス災禍も最小の影
響で終息させ、再び、世界の成長と繁栄に結びつけることができるはずです。

　弊社の事業環境も昨年からの設備投資需要の低迷に加え、コロナウイルスの影響により一
層厳しい局面となっていますが、克服の過程において新たなビジネスプロセスや働き方の改
革を進め、発展成長に結びつけられるよう努力する所存です。

　末筆ながら、この多難を無事に乗り切られ、皆さまの益々のご躍進を祈念申し上げます。

敬白

本社　〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜2-6-23 金子第二ビル4-11F



写真：JFEスチール株式会社

Future
鉄づくりのチカラを、未来へ。
私たちの技術オリジンは、お客様と半世紀にわたり培ってきた
最高水準の製鉄プラントエンジニアリング技術です。これからもその
技術を進化させ、発展させながら世界の鉄鋼業に提供することで、
より豊かな社会づくりと地球環境の保全に貢献していきます。
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Vision
アジアの盟主へ。
「アジアの盟主としてプレゼンスを確立する」という
大きな目標のために。私たちSPCOは製鉄プラント
のエンジニアリング技術に磨きをかけながら先進
技術を開発。これからも、お客様にご満足いただ
けるメイド・オブ・ニッポンの商品とサービスを世界
に向けて発信し続けていきます。
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People
ひとつのステージに集う、多彩な個性たち。
一人ひとりの未来への意思の集積が、
SPCOの明日を創ります。 Products

すべての工程でお客様に満足いただける製品を。
最新のハード＆ソフトテクノロジーに、SPCOの熱い思いを添えて。
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Message

SPCO 2020 
ここから、私たちの新たな歴史がはじまります

2020年4月1日
代表取締役社長　灘 信之、社員一同 

　2001年4月スチールプランテック（SPCO）として
営業活動を開始して20年にあたります。来年4月
を待ち過去20年間を語るのか、今年、新たなスター
トを切り将来に向けた記念誌とするのかを考えた結
果、我々は、次の10年に向かって、これからSPCO
を動かしていく社員の気持ちを「新たな歴史がはじ
まります」として発信することとしました。
　SPCOは、1990年代中盤からの縮小し続けるマー
ケットの中で、旧NKK（現JFEエンジニアリング）、
日立造船、住友重機械、川崎重工業（2003年に参加）
の製鉄エンジニアリング事業を統合し発足しまし
た。当時、四社は異なる商品分野で世界トップクラ
スのエンジニアリング力とテクノロジーを保有して
いました。鉄鋼業界の再編が進んでいく中で、四社
のコア・コンピタンスを結集し、海外メーカ－には
できないカスタマイズド・デザインを技術の核に据
えて、お客様の多種多様なニーズに応えていこうと
考えました。メイド・オブ・ニッポンの商品とサー
ビス、そして品質と信頼を世界中に提供し続けよう
というミッションは、今も変わらぬものです。スター
トからの10年間は、先駆者の方々の努力、中国鉄
鋼業の拡大や世界景気の回復を受け、徐々に事業を
拡げていきます。リーマンショックはあったものの、
2008年からの3年は高位安定的な業績を残しました。
　2011年からは、マーケットの縮小や不採算プロ
ジェクトの増加、膨らみ過ぎた海外事業などで苦悩
が続きましたが、2017年に成長戦略ビジョンを全
社に打ち出し、業務プロセス改革や戦略的な営業展
開、スマートプロダクツ創出、ワークスタイル改革
を進め、至近では2008年頃の業績近くまで回復す
るに至っています。
この10年で何が変わったかを考えると、それは新
たなプランテック文化、企業風土が芽吹きはじめた
ことだと思います。10年前と今を較べると、SPCO
で働く人の数にあまり変化はありませんが、会社が

創設されてから入社した人の比率が、35％から
85%と大半を占めるようになっています。新卒者
だけでなく、様々なキャリアを持ち転職してきた社
員、中国、韓国、インドで育った外国籍社員、女性
も増えました。かつては四社の技術、人の融合に力
を注ぎましたが、今は、多様性に富み、高い資質を
持った人材が集い、技術を磨き、新たなビジネスや
文化を創出しようとしています。
　今、ふたたび、世界の鉄鋼業を取り巻く環境が厳
しくなり、急速に設備投資意欲が低下しています。
一方、この先、10年、20年を見渡すとSPCOが社
会や環境に対して貢献できるテーマはたくさんあり
ます。脱炭素化社会をはじめ様々な環境問題、製造
業のデジタル化、サイバーサイエンス、ロボティク
スがあげられます。
　我々の事業領域では、高付加価値・高機能素材、
マテリアル・リサイクル革新、先進的な鋳造、圧延、
加熱冷却プロセス、新接合・加工技術にも注目して
いかなくてはなりません。
　SPCOは、既に、これらの技術開発や実機化への
取組みをスタートしています。また、国内外の製鉄
エンジニアリング会社との相互技術の活用、アライ
アンスもはじめています。開発と成長スピードを
もっと早めるために、異業種、異分野の研究機関や
起業家、専門企業とのオープン・イノベーションを
進めます。この先数年、苦境のマーケット環境が予
想されますが、これらのチャレンジを止めるつもり
はありません。
　我々は「人を大切に、自分を大切に、そして、社
会と環境を大切に」という「PLANTECH WAY」を
常に心に刻み、これからも、皆様に愛され、喜んで
いただける商品とサービスを提供し続けます。
　最後になりましたが、これまで多くのご支援をい
ただいたお客様、パートナー企業の皆様、母体会社、
SPCO先駆者の方々に深く謝意を表します。
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海外市場への積極的な挑戦
2001年の経営統合からちょうど10年の節目を迎えたSPCOは、強固になりつつあった事業基盤のもと、世界市場
に向けての新たな挑戦を開始。インドでの大型プロジェクトを受注するとともに、海外事務所を開設しながら海外へ
の本格的な事業展開を図りました。

2011 -2012PhaseⅠ

JSW Steel （インド）が自動車用鋼板製造の
ために建設したヴィジャヤナガル製鉄所。
SPCOは2011年3月、その第2冷延工場の
連続焼鈍設備（CAL）および連続溶融亜鉛
メッキライン（CGL）を受注しました。工事の
遅れによる基礎工事と据付工事・単体試運
転の同時進行、非常に厳しい現場環境のも
と、関係者の粘り強い努力により2014年3月
6日にCGL、4月23日にCALのホットランを
完了しました。現在も、客先により順調に生
産が行われています。

インドでの大型プロジェクトに挑戦
インドＪＳＷ  #1CAL、CGL［2011.3～2014.4］

圧延・プロセスセクター
プロセスエンジニアリング部　
熱処理炉グループ

髙田大資さん
入社３年目にインドJSWのプロジェクトに参画し、加熱炉などCGLの設計をとりまとめました。初め
て接する設備類も多く、参考図面や上司からのアドバイスを受けて何とかやりきりました。設計後は
据付・試運転のため1年半ほどインドへ。慣れない異文化環境の中、初めて会う方 と々の仕事は
苦労の連続でした。それだけにホットランで上手く稼働したときは感動しました。ベースとなる技術を
修得できたインドでのこの経験は、今の私のバックボーンとなっています。現在、設備は順調に機
能しており、私たちが想定した以上の稼働率だと聞いて嬉しく思っています。今後も多彩な経験を
積み重ねながら、専門分野と幅広い領域の知識を兼ね備えたエンジニアを目指していきます。

People

2011年11月にコルタカ（インド）にSPEI （Steel Plantech Engineering India）、
同年12月にムンバイ（インド）にSPI（Steel Plantech India）を設立し、発展著しい
インドなどアジアのマーケットへの本格的な営業展開を図りました。2016年からは
SPIとしてコルカタを拠点に、SPCO100％出資の製販一体の事業拠点となり、イン
ドをはじめとした南アジアの顧客向けに独自ビジネスを展開するとともに、当社の南ア
ジアでの調達拠点となっています。今後は3D設計能力を強化し、SPCOで進める
設計力再生の一翼を担い詳細設計機能の事業化を目指します。

インドに新たな拠点を新設
SPEI［2011.11］／SPI［2011.12］設立

関連する海外プロジェクト

CAL

CGL

SPEI設立時、藤原社長（当時）とともに

SPIオフィス、
SPI幹部ミーティングの様子（2018）

唐津製鋼プラント工事は、2009
年10月からの試運転を経て、
2010年１月に２号転炉・KR・
LF設備がホットランを完了しまし
た。

現代製鉄 
唐津製鋼プラント ２号転炉

2014年9月にインドのCSCI（中国鋼鐵インド
社）向けNo.1 ACLが稼働開始。このプロジェ
クトはSPEI と初めての本格的な大型協業案
件で、SPCOが基本設計、SPEI が詳細
設計を担当し、ほとんどの機器をインドで製作
しました。

インドCSCI No.1ACL

本プロジェクトは2012 年3月に
受注後、2013年6月にタイに納
入、CPL、CCLは2014年から
生産操業を開始しました。

UACJタイ CPL

今の自分を築いてくれた
インドでの貴重な体験
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焼結、CDQ、電気炉、
転炉・OG、石灰炉、他

連鋳機、条鋼圧延 板圧延、プロセス機器、
プロセスライン、他

海外展開からの学び、経営体質筋力化、コストマネジメントの徹底
世界市場への挑戦は大きな困難と苦労を伴いますが、継続して海外プロジェクトでの実績を積み重ねました。同時
にさらなる飛躍を期すために、組織改編や本社移転などスリム化に取り組みながら経営体質の強化を図りました。

2013-2016PhaseⅡ

台湾のFormosa Plastic Groupがベトナム
Ha Tinh省に建設する高炉一貫製鉄所向け
の転炉製鋼プラント一式を受注。同グルー
プは急成長するベトナムおよび東南アジア
市場の一翼を担う大型の高炉一貫ラインを
つくりあげるため、Formosa Ha Tinh Steel 
Corporation Vietnam(FHS）を設立、高
炉一貫製鉄所を建設する計画をスタートさせ
ました。2017年６月から稼働を開始し、現在
は年間700万トンの生産量を実現しています。

需要拡大が見込まれる中近東や欧州地域などへの対応力強化
を図るため、製銑分野での製品ラインナップ補完と、相互の営業
ネットワークを活用した製品の拡販、アフターサービスの充実およ
び技術開発で業務協力協定を締結しました。

機種毎の収益管理を徹底し、各機種の競争力・収益力強化を
図ることを目的に、計画・設計・品質管理・アフターサービスの
各機能を機種別組織に再編。銑鋼セクター、連鋳・条鋼セクター、
プロセスセクターを設置しました。

社員がより働きやすい環境を求めて、本社を
現在の新横浜に移転。その後、カフェスペー
スやリフレッシュルーム「Rest à SPCO」を
設けるなど、アクティブで創造性に富んだ活
動ができる環境づくりを進めています。

銑鋼セクター

連鋳・条鋼セクター プロセスセクター

銑鋼セクター
製鋼エンジニアリング部 転炉・OGグループ

松村夏樹さん

銑鋼セクター
製鋼エンジニアリング部 転炉・OGグループ

仲間聖良さん

People

私は転炉の付帯設備と工場全体の配管
計画の設計に携わりました。苦労したの
は製鋼工場全体の配管計画。まったく知
識がなく、現場を見たり先輩に指導いた
だいて何とか仕上げました。試運転時に
多国籍のメンバーと言葉や文化の壁を越
えて仕事ができたことは貴重な経験になり
ました。また、転炉の操作室ではプラント
の操業や鉄の化学的な話が中心で、多く
の知識の必要性を感じました。今後は冶
金学を背景に操業面からも提案できるエン
ジニアを目指します。

（クットナー社について）
1948年に設立されたドイツ、エッセン市の製鉄エンジニアリング会社。

入社２年目で転炉の設計を任されました
が、設計時のお客様とのやりとりや現地
での試運転などが勉強になりました。お客
様からは様々な質問をいただき、それを調
べて回答することで鍛えられました。また、
現地では製鋼プラントのすべての設備に
関わり、これも大きな財産になったと思い
ます。機器単体に関する設計の知識はも
ちろん、プラントのレイアウトを意識しなが
ら、全体をまとめていく力を併せもったエン
ジニアになれればと考えています。

4Fに「Rest à SPCO」開設（2018）

10F受付

多国籍の仲間と一緒に
同じ目標に向かった貴重な経験

製鋼設備すべてに関わり
目指す技術者像が見えてきた

林 文德 アシスタントヴァイスプレジデント
（建設当時はFHS製鋼工場建設のプロジェクトマネージャー）

Formosa Heavy Industries Corp. 

グループにとって初めての高炉一貫製鉄所プロジェクトであり、建設途中には様々な困難もありましたが、転
炉製鋼設備については技術的なトラブルはなく現在も順調に稼働を続けています。スチールプランテックにこ
の仕事をお願いした最大のポイントはいろいろな意味での「信頼感」でしたが、期待通りの成果を発揮してく
れました。建設当時、常に積極的かつ献身的な対応･支援をしてくれたことが強く印象に残っています。こう
した姿勢は当社の若手エンジニアにとっても彼らの成長につながる良い機会にもなりました。FHSでは将来
的に拡張が計画されています。技術力、品質力およびコスト競争力に一層の磨きをかけてもらい、世代を超
えてますます「信頼感」を高めてくれることを期待しています。

ベトナムでの大型プロジェクトに挑戦
ベトナムFHS BOFプラント［2012.7～2017.6］

中近東や欧州地域での
展開を模索

クットナー（ドイツ）との業務協定［2014.12］

3セクター商品群の
マネジメントを一括管理

セクター制の導入［2015.8］

働きやすい環境を確立
新横浜本社移転［2016.7］

Customers Message'
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拡大・成長戦略へ。アジアの盟主を目指して挑戦！
SPCOは次代を見据えて拡大・成長戦略へと舵を切ります。社員一丸となって新たな未来を目指すために理念と行動
規範を再定義するとともに、「アジアの盟主を目指す」という明確な成長ビジョンを共有。ビジョンを具体的な施策へ
と落とし込みながら、社員一人ひとりがこれからの一歩を踏み出しました。

SPCOの理念として「PLANTECH MIND」が再定義されました。これは、SPCOのミッションに通じる言
葉で、社員全員がこの内容を胸に刻むべきものです。「PLANTECH WAY」は行動規範です。「人を
大切に」とは、お客様、パートナー、仲間を大切にすること、そして「自分を大切に」は、ストレスフルな
社会の中で自分を傷つけないよう気をつけることを意味します。また、「社会と環境を大切に」することは、現
代社会においてSPCOに求められている社会的ニーズです。そして、お客様に喜ばれるメイド・オブ・ニッ
ポン の商品とサービスを世界に供給し続けることがSPCOのミッションです。

2017-2019PhaseⅢ

理念・行動規範とSPCOのミッション［2017］

我々は、製鉄プラントの
先進技術と最高の
エンジニアリングで

皆様に喜んで頂ける商品と
サービスを提供します

PLANTECH
MIND

我々は、社会の良識に従い、
誠意を持って、行動します
人を大切に、自分を大切に、
社会と環境を大切に

PLANTECH
WAY

SPCOのミッション

我々の技術オリジンは、
日本でお客様と半世紀にわたり培ってきた
製鉄プラントエンジニアリング技術である。

これからもその技術を磨き、先進技術を開発し、
お客様に喜ばれるメイド・オブ・ニッポンの
商品とサービスを世界に供給し続けることが
我々のミッションであり、成長の である。

「成長」の中核戦略を形にしたのが、中期経営計画のビジョンです。3カ年の中期経営計画の最終目標は、
事業規模400億円、ROS（売上高経常利益率）5％以上を2020年に達成すること。その先には「アジアの
盟主としてのプレゼンスを確立する」という大きな目標が掲げられました。

中期成長ビジョン［2018］

▶プロジェクト/エンジニアリングの
    業務プロセス革新と統一
▶技術開発成果の戦力化
▶業界影響力の拡大

●世界に向けて
　日本発の技術ブランドを確立
●安定的収益、事業、技術、
　人材を産み出す集団

2017年度
●安定化経営へ基盤補強
●事業収益の底上

事業規模４００億円
ROS 5％以上

アジアの盟主として
プレゼンスを確立

2018-2020年度

▶攻めの営業へ針路変更
▶中長期成長戦略の策定
▶ワークスタイルの変容

●マーケット、事業分野の
  選択、拡大
●高収益体質への転換

持続的な成長を支える　人財 組織文化

４０５
プロジェクト

中期経営計画の基本方針を具体的な施策へと展開したのが「405プロジェクト」です。ここに掲げられた施
策は、あらゆる角度から経営の体質強化を進めることを意図したもので、各セクター、本部のアクションプラン
として具象化されています。

基本方針と405プロジェクト［2018］

基本方針

マーケット・
事業分野の
選択・拡大

４０５プロジェクト

1

2

3

4

5

6

業務プロセス改革

国際価格競争力強化

戦略的営業シナリオ

SMARTプロダクツ創出

ワークスタイル変革

FEVOプロジェクト撲滅

高収益体質

高付加価値
商品

KPI管理、Front Loading
RPA導入

製作先の確保・充実
サプライチェーン最適化

労働時間適正化
女性パワー活用（ＲＰＡ）／ゴールデンシニア

ＦＥＶＯ未然防止プロセス
（FEVO：Failed Effort Value Out）

AI、IoT、ロボティクスによる付加価値化
早期の市場投入

科学的マーケット分析
戦略・戦術→シナリオ→ＰＤＣＡ
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人財・組織活性化、働き方への新たな取り組み
中長期の成長ビジョンを実現するためには、持続的な成長を支える人財開発と組織文化の醸成が必要となります。
SPCOでは社員一人ひとりが、より自由に、より創造的に仕事に取り組める環境づくりを進めました。

次世代を担う中堅社員約100名による、相互交流と社内活性化を目的とした組織横
断的プロジェクトが、「NEXT 100」。第1回イベント「聞いてください。私の失敗談」
を皮切りに、京都産業大学経営学部の北原敬之教授による「体験的リーダーシップ
論」の講演、それに続く「何のために働くか」などをテーマにした、フリートーク形式の
座談会などを実施。中堅社員たちによるディスカッションや様 な々行動の中から、これ
からのSPCOにふさわしい企業カルチャーが醸成されていきます。

定年退職されたベテラン技術者の方をGS（ゴールデンシニア）として再雇用す
る制度を導入。GSの方が現場で若手技術者とともに働くことで、周りに刺激を
与えながら、長年培った経験や技術、SPCOのDNAが伝承されます。

「ワールドカフェ」は、新しいコミュニケーションの場です。参加者
全員がリラックスして会話を楽しみながら、様々な方とのコミュニ
ケーションを図ります。ここから生まれたアイデアが職場環境や社
内プロセスの改善案として採用され、新しい働き方につながります。

匠の経験・キャリアを伝える

採用活動の一環として短期型のインターンシップを開始。見積り
や契約業務、3DCADの設計業務などを体験し、SPCOの業務
や仕事への興味・関心を高めるプログラムを実施しています。

「体験的リーダーシップ論」講演

営業本部 営業二部 第二グループ

鈴木卓人さん
人事総務部 人材採用開発 グループマネージャー

飯塚昌代さん

入社後10年間ほど調達の仕事に携わりました。調達は様々な設備に関われる
ことに加え、収益向上に直接貢献できるのでやりがいを感じていました。営業
への異動には驚きましたが、自分が成長するチャンスだと感じました。目指した
のは調達のキャリアを生かした営業です。私が調達のときには真摯に相談に
乗ってくれる営業担当を信頼していたので、お客様のお話をよく聞いて気持ちを
察し、困ったときに力になれるような営業活動を心掛けています。今後もキャリ
アを積んで成長していければと思っています。

海外税務の知識を活かし、海外案件を手がけたくてSPCOに転職。2011年
から海外戦略推進室でインド子会社の立ち上げを担当。１か月ほど現地に赴き、
まったくゼロからインド税法を学び、現地の会計士・弁護士と連携し、会社運
営の基盤を作りました。また、ジョイントベンチャーの解消・独資化、統合にも
関わり、海外業務のキャリアを重ねました。2019年からは、人材採用と育成
の責任者となりましたが、まったく新しいことに挑戦するという意味では今までと
同じです。これまでのキャリアを活かして新たな人材環境の構築に取り組みます。

連鋳セクター 連続鋳造部 
プロジェクトグループ

米村嶺廣さん（72歳）

連鋳セクター 連続鋳造部 
エンジニアリンググループ

関谷秀太さん（36歳）

拡大・成長戦略へ。アジアの盟主を目指して挑戦！2017-2019PhaseⅢ

People

People

創造するのは、SPCOの新しい企業文化NEXT 100［2018.11］

就業体験を通して
学生にSPCOをアピール

インターンシップの実施［2017］

会話を楽しむ中から生まれる
働き方の新しいカタチ

ワールドカフェ［2018.9］

技術伝承

人財ローテーション

米村　先般の連鋳機の改造工事は工期が厳しく、いかに契約
納期を守るかが大きなポイントでした。そこで、私は最新の3D
計測の導入を提案。今までの経験から考えて、事前に現場を
3Dレーザースキャンで計測し、設計上の寸法と整合させていく
手法でないと間に合わないと思ったのです。
関谷　私にはまったくなかった発想で、米村さんが『新しいこと
だけどやってみよう』と。この手法を採用しなければ、機械完成
後に現場でトラブルが発生し、納期は守れなかったと思います。
米村　この工事ではGSの先を読む力と、若い設計担当のアイ
デアが上手くかみ合いました。私は今までたくさん失敗してきまし
たが、それは大きな財産です。それらを若い方に伝えることで、
先を読んでリスクを回避し、下流の方がやりやすい仕事をしてほ
しいと考えています。
関谷　このプロジェクトはとても勉強になりましたし、楽しかった
です。
米村　若い人への希望は、新開発、新技術など新しいものを
生み出してほしいということ。もっと創造的になって新しいことに
チャレンジしてください。
関谷　はい。まずは小さなことからでも挑戦する姿勢で仕事に取
り組みたいと思います。

さらに創造力を発揮して
新しいことに挑戦してほしい

異動をきっかけに
さらに自分を成長させたい

海外案件も人材戦略も
つねに新しいチャレンジ！
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業務プロセス改革

2018年度に女性社員6名によりRPAワーキンググループを発足。「ロボガール」
と称してRPAを活用する業務の抽出、シナリオ制作を進めました。2019年度に
はメンバーが18名まで増え、2400時間以上の業務効率化を実現しています。
RPAは人がパソコン操作しているかのように作業をすることから親しみをこめて「青
柳鐵子」とネーミングし、2020年にはPMSでのプロジェクト管理を専門に稼働
する「鉄郎」を新たに導入します。RPAの導入目的は、単に作業時間の削減
ではなく、そこで生まれた余力時間を各種課題の解決、改善、新しい技術の習
得に使うこと。様 な々課題が解決されることで、周囲から喜ばれることがモチベーショ
ンとなるような働き方になることを目指しています。

単純、単調作業の削減によって、社員一人ひとりがいきいきとワクワクするような時間を創出し、業務パフォーマン
スを向上させることを目的に、ロボティックプロセスオートメーション（RPA）を導入。プロジェクトマネジメントシステム
（PMS）を刷新し、RPAと連携することで業務プロセス改革を推進します。

2017-2019PhaseⅢ

2017年11月に第6次中期経営計画が策定され、高収益体質へ
の転換に向けて「405プロジェクト」が始動しました。プロジェクト課
題の一つとして、「業務プロセス改革」が掲げられています。エンジ
ニアリング業務におけるKPI管理の導入と、フロントローディングの
徹底によって、業務効率化と品質の向上の実現が狙いです。その
鍵となるシステム改革が、ERP（基幹業務システム）の刷新と、PMS
（プロジェクトマネジメントシステム）導入です。

PMSへの取り組み

SPCOのPMSは、EVM（Earned Value Management）
手法を導入し、

●プロジェクト（工事）をWP（Work 
Package）に分解して、定量的に把握

●その工程、コスト、リソースなどを
明確に区分して、月々の変動管理

●WP毎のパフォーマンス（コストと
進捗）を測定

プロジェクトの進行の中で発生する問題や課題を
明確にして、タイムリーな予測、迅速な対処、解決
を実現します。

PMSの導入

ERPへの取り組み
PMS導入の主な目的は(1)プロジェクトコスト、スケジュールの
可視化による問題点の早期発見、プロジェクトパフォーマンスの
向上、(2)プロジェクトコストの自動集計による業務効率化(ルー
ティン業務から付加価値業務へ)、(3)プロジェクトデータ(計
画から完了までのコストおよびスケジュールデータ)の蓄積による
業務効率化とPJ品質向上(PDCAサイクルの確立)、の３点です。
コスト、スケジュールの2つのソフトを導入し、既存システムと自動
連携させることで、コストデータ等の自動集計を図るなど、業務を
効率化し（RPAも活用）、実際の運用を進めながら極力実作業
が発生しないシステムを目指しています。

ERP刷新の全体計画は3カ年と長期です。今まで、基幹システ
ムが担っていた各種マスタ情報の管理も新たに統合データベース
を導入し、一元管理を目指しています。全体のシステム構成として
もデータ連携ツールを基盤として、各システムが疎結合で連携で
きるようなシンプルなものを意識しており、今後新たなシステムの導
入や変更にも迅速・容易に対応できるような構成となっています。

工事スコープ
予算・コスト
スケジュール
設計工程
調達進捗

営業オーダー管理
出張・経費システム
調達システム

▼
原価管理・経理システム

調達データ
コスト実績

WPコードで
QCD※を統合管理PMS導入 ERP 刷新

女性社員を中心に業務プロセス改革RPA［2018.4］

PMS/ERP［2017］

PMS改革によるKPI推進

企画部  経営企画室

櫻井まゆさん

People

最初は特許関係の作業をRPA化しました。業務内容をヒアリングし、エクセルの編
集作業を指示していくのですが、うまくシナリオ化でき指示通りに稼働すると達成感を
感じますね。現在は部署間を超えた事務作業の自動化に取り組んでいます。RPA
化の作業に際しては、業務フローや作業内容を整理し統一することが重要です。周
りを巻き込んで話し合いをする過程で様々な気づきやアイデアが生まれ、こうした作
業自体が業務改善の醍醐味につながっています。今後は調達や基幹システムの変
更と連携しながら、さらなる効率化に取り組みます。

私たちのアイデアと提案で
さらに改善を進めていきます

プロジェクトの見える化、問題の早期発見によって
パフォーマンスの向上を実現

RPAツールの「鐵子」「鉄郎」の頭文字の「T」で記念撮影。

拡大・成長戦略へ。アジアの盟主を目指して挑戦！

※Quality Cost Delivery
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商品・技術・品質・安全での新たな取り組み

2019年９月、各セクターに配置
されていた品質・製作管理チー
ム員を品質保証部に集約し、
品質管理部をものづくり品質管
理室に機能改変、品質管理機
能の強化を図りました。

商品・技術の品質向上を通してお客様満足度を高めるとともに、無事故・無災害で工事を成し遂げるための安全文化
の醸成にも力を入れて取り組んでいます。

2017-2019PhaseⅢ

中冶陝圧重工設備有限公司
（中国）におけるプロセスライ
ン設備の検査風景

無事故・無災害で工事を成し遂げることは、
お客様の要望事項であるとともに、私たち
の使命です。2018年1月、社長より「工
事安全への問いかけ」が発表されました。
誰もが出勤したときと同じように無事に帰宅
するためには、どうしたらよいか、何をすべ
きか、を一人ひとりが常に考えて行動するこ
とこそ、安全文化醸成の原点です。

工事安全への問いかけ

1.
2.

3.

ルールは身を守るためにあると信じていますか？

もし、ひとつ目の安全対策が通じなくなっても、
二つ目、三つ目の安全対策を講じていますか？

どんなことがあっても、安全の空白時間は生じませんか？

誰もが出勤したときと同じように無事に帰宅しよう！
人を大切に！　自分を大切に！

2018年1月　社長

安全への取り組み
●安全パトロール
安全・健康推進室が実施する工事現場の安全パ
トロールでは、現場に潜在する危険の芽をその場
で指摘し是正します。

●心肺蘇生法・AED研修
心肺蘇生とAEDの使用方法を実際に体験しなが
ら習得。目の前で倒れている人の救命処置につい
て学びます。

●フルハーネス安全帯教育
フルハーネス安全帯の原則義務化に対応し、墜
落災害の危険性を学ぶとともに、安全帯の正しい
使用法を習得します。

●防災訓練
万が一の災害に対応した実践的な訓練を実施。
社内に災害対策本部を設け、社員の安全を確認
します。

防災訓練

フルハーネス安全帯教育

安全パトロール

心肺蘇生法・AED研修

SPCO品質［2019.9］ 「ものづくり」の品質向上を徹底追求

People

みんなで安全文化を醸成しよう
防災・安全・健康［2018.1］

中冶陝圧重工設備有限公司
王農 副総経理
SPCOにはいつもお世話になっており感謝しています。品質はもちろん、納期を遵守するため、当社は
SPCOのSV（スーパーバイザー）の皆さんとともに頑張っています。設備の製作では、日夜奮闘している姿に
我々は非常に感動しており、当社作業員の励みとなっています。また、SPCOとの仕事を通して、当社作業
員の業務スキルが育成され、全体的なレベルアップにつながっています。当社が世界の先進企業となるため
に、今後とも仕事をする機会を数多くいただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

ものづくり品質管理室

金尾 昭博さん
調達本部 製作・工事グループ

旭 景太 さん

プロセスラインの製作・検査SV（スーパーバイザー）として中国西安
にある中冶陝圧重工設備有限公司をメインにして中国に滞在していま
した。常に納期と品質の確保に頭を悩ます日々が続きましたが、様々
な課題が発生しても前向きに解決して業務を進める製作メーカー各社
には、心強いパートナーとして頭が下がりました。お客様に満足いた
だける製品の出荷に向けて、製作メーカーと協力して品質保証業務
を進めます。

国際価格競争力強化には中冶陝圧重工設備有限公司などの中国
の製作メーカーの協力体制は必須です。中国の製作メーカーとは川
重商事(上海)商貿有限公司の製鉄プラントチームメンバー5名の
協力を得て、支払い条件・受渡し条件・輸送条件などの商務条件
を細かく確認・決定し、お互いに十分納得し、誤解が生じないように
しています。お客様に満足していただける品質・価格・納期を提供で
きるよう製作メーカーとより強固な信頼関係を築き、調達業務を遂行
していきます。

Partners Message'

拡大・成長戦略へ。アジアの盟主を目指して挑戦！
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さらに加速する海外展開
SPCO成長の となる海外展開は、2020年を迎えて新たな局面を迎えます。中国における「ECOARCTM」の拡販、
ベルギーJCとの協力体制による欧州への展開など、海外展開はさらに加速します。

2020~PhaseⅣ

中国では近年、環境問題および
CO2排出削減の面から電気炉へ
の関心が高まっており、SPCOは
本渓鋼鉄様（本社：中国・遼寧省）
と環境対応型高効率アーク炉
「ECOARC™」２基の導入に関す
る契約を締結しました。
設備選定に際しては、日欧３社によ
る国際入札となり、入札を評価・
監督する第３者機関が様々な面で
の検証を行い、「ECOARC™」の
高効率なスクラップ予熱技術等が
高く評価されました。本プロジェクト
は、中国における「ECOARC™」
第一号機として、稼働に向け順調
に進んでいます。

中国展開

欧州展開

「ECOARCTM」の中国での普及拡大を推進

孫 東昇 副総工程師本渓鋼鉄
当社は新式の縦型連続予熱炉に注目し、慎重かつ綿密な見学と検討の結果、最終的に貴社と契約しました。 
「ECOARC™」は、低い電力原単位、短いTTT（TapToTap）、環境基準を満たすためのダイオキシン処理等の多
くの利点があります。最も重要なことは、 他社と異なるスクラップ予熱シャフト冷却水の「無圧回収」技術とプッシャー、
技術を使用していることで、これにより弊社の製品品質要件と長期安定生産を達成できます。仕様書の作成過程に
おける貴社関係者の真摯に顧客の要望に応える態度に、弊社チームも感銘を受けました。 「操業目標（溶銑配合
と電力原単位およびTTT）のもとで、 排出が自然と調和し、青い水と緑の山に蒸気が流れる様子。高級軸受鋼、
ギア鋼等の高級特殊鋼材を生産する電炉工場が、より優れた社会の構築のため順調に生産している…」。弊社の
全関係者は、将来稼働する「ECOARC™」について、こんな美しい希望を抱いています。

ベルギーJCとの協力体制強化へ

2018年７月、SPCOはベルギーの重化学メーカーJC（John Cockerill Group）（※）と業務協力協定を締結。
SPCOはJCの酸洗および廃酸回収設備の受注獲得に向け、JCはSPCOのテンションレベラなど鋼板矯正
設備の受注獲得に向け、それぞれの戦略・体制強化に取り組むことに合意しました。2019年１１月には東京
都千代田区のベルギー大使館で両社の合同セミナーを開催。製鉄各社の担当者約70名をお招きしJCの
最新技術を紹介、SPCOの酸洗市場参入への足がかりとなる貴重な場となりました。

中国金属学会と業務協力
電炉鋼比率の高まりが予想される中国においては、
CO2排出量が少なく、エネルギー効率の高いアーク炉
への需要が急速に高まりつつあります。こうした中、
SPCOは中国金属学会と、環境対応型高効率アーク
炉「ECOARC™」を中国で普及・拡販することを目的
に業務協力を行うことで合意し、２０１７年に「ECOARC
生態電弧炉普及促進協定書」を締結しました。

Executive President

Mr. João FELIX DA SILVA

John Cockerill Industry

20年目を迎えるにあたり心からお祝いを申し上げます。この激変の時代を勝ち抜くには、優れたリーダーシップ、
市場のニーズへの適応に加え、戦略を優れたパフォーマンスに変えるためのイノベーションの精神が必要です。
私たちは2018年7月に業務協力協定書を締結し、お互いの特長ある技術的メリット（※）を組み合わせマー
ケティング活動に邁進してきました。昨年11月に東京のベルギー大使館で開催された合同セミナーは、両社
の絆の強さを示す重要なイベントでした。今後も引き続き知識を共有し、それぞれのノウハウを組み合わせ、パー
トナーシップを強化します。私は両社の協力で素晴らしい技術をお客様に提供し、両グループの未来がつくら
れていくことを確信しています。

※：SPCOのAHSS材料を対象とした最先端のテンションレベラ技術および各種厚板および薄板レベラ技術、John Cockerillの酸洗技術と廃酸回収プロセス

※締結当時はCMI

Customers Message'

Partners Message'
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新世代のスマートプロダクツを開発
AI、IoTやロボットなど新時代の最先端技術を応用しながら、今までの枠を超えた新時代にふさわしい製品の開発
にチャレンジしていきます。

SPCOのテンションレベラは1964年の初号機にはじまり、これまで国内外で208台を受注した当
社を代表する製品の一つ。今後のニーズに対応するための次世代レベラ開発も進んでいます。

最新型のローラレベラとテンションレベラの技術を融合させた、
全く新しいコンセプトのレベラ―ラインをコイルセンターフジタ様に納入しました。

2020~PhaseⅣ

スマートプロダクツ開発部

菅澤敏明さん

People

スマートプロダクツ開発部開設に伴う社内公募に応募しました。以前は電気炉の設計を担当していましたが、電炉
付帯設備の進歩の遅さを感じていました。製鉄業界全体でも先進技術の現場への導入は十分ではなく、安全対策
にも改善の余地があるように感じていました。そこで、こうした分野の商品開発に取り組みたいと異動しました。現在
は電気炉炉前作業の温度計測作業とサンプリング作業を行う日本初のロボットを設計しています。炉前作業の安全
確保と省力化を実現するロボットで、プローブを扱う繊細な作業と炉前という過酷な状況下での安定稼働が開発のポ
イントです。2017年から取り組みをはじめ、関係各位の協力をいただきながら開発を進め、2020年７月に商用初
号機を納品の予定です。今後は電気炉回りすべての作業の無人化を目標に、過去にとらわれることなく柔軟な発想
と働き方で商品開発に取り組み、お客様のニーズに対応していければと思います。

新しい発想と技術で
日本初のロボットを開発

スマプロ 200台を超える受注で世界をリードAI、IoT技術を活用した「S-Series」を開発
2019年４月にスマートプロダクツ開発部
が新たに発足し、最先端技術を応用し
た新製品の開発がスタートしました。ス
マートプロダクツとは、AIやIoT技術を
活用して既存商品の「モノ」と「サー
ビス」の付加価値を高めた商品のことで
す。商品名は“S-Series” と名付けられ、
SはスマートとSPCOのSを意味していま
す。ロボットを活用した工場の安全・省
力化、画像処理応用による省力化・制
御の高度化、AI・ビッグデータ解析を
適用した操業改善・品質向上をテーマ
に開発を進めています。2019年8月に
シリーズの第一号となる「S-ROBOT」（ビ
ジュアル上）を受注。今後もS-Seriesの
ラインナップ充実を図ります。

横山政美 上席執行役員共英製鋼株式会社

「人を大事にする」「人が財産」というのは、共英製鋼の経営理念です。とりわけ最近は、少子高齢化が進み
人材の確保が難しくなってきており、電気炉炉前の測温サンプリングのような危険作業は、ロボットに任せられな
いかと以前より検討を進めていました。欧米にもロボットメーカーはありますが、日本メーカーであるSPCOを採用
したのは、導入の過程において日本人が得意とする改善・改良の余地を一緒に見出していけるパートナーだと
考えたからです。工場内には、タンディッシュ漏鋼監視や冷却床のサンプル取り作業など、他にも危険作業が
あります。SPCOにはそういったニーズをくみ取ってもらい、ともに良いものを創造していきたい。主役はあくまで
も人です。操業かくあるべしといったことは、人間が考えます。ただ、その手段をより高度化して、限られた資源
を補完するのが、AIやIoTの役割です。SPCOの精力的な取り組みに期待しています。

Customers Message'

上： 契約完了時の記念撮影
　（中央はコイルセンターフジタの藤田社長）
左： ローラレベラ
 国内最大の張力をコンパクトに実現している

テンションレベラの実績は、1992年の100号機までは90％が国内向けでしたが、それ以降、特にSPCOになってからは、
70％が海外向けとなっています。また、お客様のニーズに沿ってカスタマイズし、幅広いご要望に応えられる技術を有してい
ることで高い評価をいただいています。特にステンレスやアルミの表面を傷つけずに加工を行う技術は、他社ではマネのでき
ない優れたものです。今後は、品質チェックの機能を組み込んだフィードバック制御（調整の自動化）やチタン・マグネシウ
ムなどの新素材への対応拡大で客層を広げ、世界のニーズをさらに取り込み累計300台を目指します。

このラインは、コイル材の矯正設備
では、ローラレベラの矯正力とテン
ションレベラの張力において国内最
大の能力を持つ加工ラインとなりま
す。将来的には試験レベラを組み
合わせることで、新素材の実証試
験機として活用する予定です。

世界に広がるSPCOのレベラ技術

日本 124台

韓国 22台

中国 18台

台湾 16台

USA 5 台

オーストラリア 5台

タイ
4台 ベトナム 2台

スペイン
2台

ニュージーランド 1台

ブラジル 1台

ロシア 1台 カナダ 1台

イタリア 1台

ケニア 1台

トルコ 1台

ベルギー 1台

バーレーン
1台 インド

1台

2017年
200台突破
（累計208台）

1992年
100台達成

1960年代
1970年代

1980年代
1990年代

2000年代
2010年～
2020年

（2020年3月現在）

40 76 109 116
124

16

1
4

10 37
70 84

国内

海外

最新技術を融合させた
レベラ―ライン完工
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プランテック文化．com

SPCOのよりよい文化の創造に向けて
─ 社長発エッセイ ─

1. 胸が痛んだお客様の言葉（2017.5.12）
2. 良きコミュニケーションには礼儀も必要（2017.6.5）
3. とても元気が出る映画を観ました（2017.6.12）
4. 異能の作家が書いた本の話（2017.7.10）
5. オーストリア風「働き方改革」とは？（2017.8.16）
6. 日鋼室蘭での感動の一日（2017.9.19）
7. エンジニアリングに何が出来るのかを考える（2017.10.1）
8. 半世紀も続く技術セミナーの話（2017.10.24 ）
9. 「錯誤」というヒューマンエラーをどう防ぐか？（2017.12.8）
号外 被災者を悼み、再発防止を誓う（2018.1.15）
10. 人生を豊かに変える方法のお話し（2018.2.5）
11. 現場を大切にする設計を目指そう（2018.3.5）
12. 去年の自分を超えよう、SPCOを変えよう（2018.4.13）
13. SPCOの女子力活用プロジェクト（2018.5.11）
14. 中国のPast＆Now（2018.6.18）
15. 新たな提携先CMIとはどんな会社（2018.7.13）
16. 本質安全設計について（2018.8.13）
17. 倒木更新を知っていますか（2018.9.16）
18. ロボガール達が教えてくれた改革マインド（2018.10.18）
19. 設計技術力を鍛える（2018.11.9）
20. 将来AI（人工知能）がSPCOの主役となるか？（2018.12.17）
21. 「詩」から元気をもらいましょう（2019.1.25）
22. 中国の壮士とSPCOのある営業マン（2019.2.26）
23. 成長を持続する為に（2019年度の課題）（2019.4.1 ）
24. あなたが考えるリーダーシップは何ですか？（2019.4.24）
25. 結婚式で見つけた新しい時代の流れ（2019.5.22）
26. ロボガール達が見つけた「積進はスゴイ！」（2019.6.21）
27. SPCOの工事安全を考える（2019.7.12）
28. 「アルキメデスの大戦」が教える設計教訓（2019.8.6）
29. 若手を育てる　ティーチングとコーチング（2019.9.20）
30. 努力は運を支配する　日本ラグビーから学んだこと（2019.10.15）
31. モノづくり改革にこだわる　福井のプレス製造会社に学ぶ（2019.11.12）
32. よき若者を、社員を、育てる（2019.12.19）
33. 歯医者さんのデジタル技術（2020.1.24）
34. SPCOは新型コロナウィルスにどう対応するか（2020.2.12）
35. 提案型営業でトレジャービジネスを拓く（2020.3.13）

2019年度広告展開

電光文字広告 ： 東海道新幹線（東京⇔新大阪）※偶数月

雑誌広告 ： 新幹線グリーン車塔載誌「ひととき」 ※偶数月

デジタルサイネージ ： 東京駅（八重洲北口・八重洲南北通路） ※奇数月

  新大阪駅（新幹線コンコース） ※奇数月

  京都駅（新幹線コンコース） ※奇数月

2017年4月のVOL.1から2020年3月のVOL.9の表紙

「PLANTECH MIND」と「PLANTECH WAY」
を伝えるため、月1回のペースで灘社長自らが社
員に送るエッセイ「プランテック文化.com」。国
際情勢、時事問題からエンタメ、スポーツに至る
幅広いジャンルを題材に、今やるべきこと、考えるこ
とを問題提起しています。

2018年10月に東海道新幹線で電光文字広告を実施し、2019
年4月からは電光文字広告に加え、デジタルサイネージや雑誌広
告にも拡大し、年間を通じて広告を展開しました。出張利用者の多
い新幹線を中心としたメディア展開だったこともあり、内外から多くの
反応が寄せられました。

2017年4月から社内報を再開。タイトルは社内アンケート結果を参考に、「未
来志向の企業でありたい」という思いをこめて「SPCO Future」と命名しました。
年3回のペースで社内情報の発信と共有の場として展開しています。

交通広告でブランディング

社内報「SPCO Future」で情報発信

環境に配慮した製品
「ECOARC™」をメインと
して、SPCOの社会的
価値をPRします。

広告文字 ： 「スチールプランテック株式会社。製鉄プラントの先進技術で地球
を豊かに。鉄をつくるチカラ、未来をつくるチカラ。スチールプランテック」

地球と子供たちのイラストを用いて、グローバル展開と豊かな
未来へ向けたメッセージを表現しています。

雑誌広告

電光
文字広告

デジタル
サイネージ
広告
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012019年度 社内BBQ大会
秋晴れの中、盛大に開催！！

2019年1
1月9日（土

）

＠玄海田
公園

バーベキュ
ー場

（神奈川
県横浜市

緑区）
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　参加者は５つのテーブルに分か
れ、黒毛和牛、US熟成牛、海鮮、
各種の地酒などの豪華食材と、お魚
解体ショー、お子様向けの輪投げ大
会、ビンゴ大会などのイベントで、
秋晴れのひと時を楽しみました。約
3割がご家族ということもあり、会
社では見ることができないパパ、マ
マの顔や、奥様へのやさしさなど、
プライベートが垣間見える笑顔溢れ
る会となりました。

　2020年の「安全衛生に関する標語」
が決定し、安全標語は161件の応募
の中から調達本部 企画・業務グループ
の田村孝二さん（写真前列左から2人

目）の作品が、衛生標語は143件の応
募の中から品質保証部 ものづくり品
質管理室の阿部慎吾さんの作品がそれ
ぞれ選ばれました。

1位 柴田 裕之さん（品質保証部 品質保証室 室長）
 ご夫妻（中央）
2位 三上 安己さん（エンジニアリング支援センター 
 制御技術本部 本部長）（左）
3位 千 濬榮さん（エンジニアリング支援センター
  制御技術本部 制御技術二部 
 板圧延・プロセスグループ）（右）

「2020年 安全衛生に関する標語」が決定！
「予定外  するなさせるな  一人作業」
「元気な挨拶  かわす笑顔  皆で作ろう  明るい職場」

2019年11月9日（土）、「2019年度 社内BBQ大会」が灘社長をはじめ108名（お子様12名含）が参加し、
玄海田公園バーベキュー場（神奈川県横浜市緑区）で開催されました。

参加した子供達にはお菓子のサービスも。
うまく入るかな？

1月23日に行われた表彰式後の記念撮影

食材の目玉の一つが鮮魚！ 
当社釣りクラブ「潮流会」のメ
ンバーが前泊し、茨城県大洗
沖で釣り上げたワラサが提供
されました。柴田会長（品質保
証部）の華麗な捌きを見よ！

今回のBBQ大会は昨年から会場を変更し、例年
にはなかったイベントを実施するなど、老若男女問
わず、皆が楽しめることを心がけて企画しました。
また、運営も若手中心でしたが、若手社員同士
の交流の良い機会となりました。お陰様で、社員
やそのご家族はじめ、大変多くの方に
参加いただき、幹事一同大変感謝し
ております。

幹事団より

2人のお子さんを連れて参加した
太田龍太郎さん
（圧延・プロセスセクター 
板圧延エンジニアリング部 第二グループ）

子供達は美味しいお肉、チョコビー、ポッ
キー、焼きおにぎり、楽しい輪投げ、ビンゴ
に大満足でした。多くのお子さん達が参加さ
れ、友達が出来て楽しかったようです。企画
して頂いた幹事のみなさま、本当にお疲れさ
までした。ありがとうございました。

222222222222
太太太太太太太太太太太

板板板板板板板板板板板板板板板板板板

子子子子子子子子
キキキキキキキキ
ににににににににににに
れれれれれれれれれれれ
しししし

お魚解体ショー

輪投げ大
会

ビンゴ大会
20以上の賞品が用

意された

幹事代表　姜 曄夫さん
（銑鋼セクター 製鋼エンジニアリング部 
電気炉グループ）

安全標語

衛生標語
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地球に優しいプラントテクノロジーを。

元号が令和に変わり、新たな時代が
スタートしました。当社は様々なニーズ
や環境の変化に対応し、業界で確固
たる地位を確立するために、技術への
投資と経営改革を途切れなく推し進
め、優秀な人材の採用と経営陣の強
化を図っています。
来年は会社設立から20年の節目を迎
えます。好調な業績を維持しつつ、次
の10年を踏み出すためにも2019年
度はとても重要です。
皆さんと共に今年度を歩み、そしてこ
れからのSPCOを背負っていく6人の
ニューフェイスをご紹介します。

考古学を専攻し、発掘した石から
情報を読み取る３D解析プログラ
ムを組み、主観を排除した統計学
を学びました。バンドで演奏する
かたわら、学生向け情報紙の制作
で楽天イーグルスの選手への取材
も実現しました。あらゆる人の生
活を支える鉄鋼エンジニアリング
を通じ、広い視野を持って仕事を
していきたいです。スポーツ観戦
が大好きで、イチ推しは楽天の則
本投手！

鈴
ス ズ

木
キ

 秋
シュウ

平
ヘ イ

東北大学大学院
歴史科学専攻

大学では機械工学を学び、所属し
ていた自動車サークルでは1人乗
りカートの設計に携わり、無事故
を目指した製作と意見調整の重要
性を学びました。鉄鋼プラントと
いう形が残る仕事に興味を持った
ことがSPCOへの入社動機です
が、将来は海外の現場で活躍して
いきたいと思っています。旅行と
カメラが趣味なので、これからは
大好きな日本を歩き回りたいで
す。

金
キ ム

 宰
ジ ェ

延
ヨ ン

成均館大學校
機械工学科

放送機器および通信に関わる電子
工学を学び、CCTVアプリの開発
や、サークルではショートフィル
ムの企画・編集も行いました。未
来にわたって需要が続く鉄鋼はま
すます環境への優しさが求められ
ますが、いつかはそうした分野に
関わっていきたいです。喫茶店で
バイトしていたので毎日の生活に
コーヒーは欠かせません！大好き
なバイクも早くお金を貯めて買い
たいです！

千
チョン

 濬
ジュン

榮
ヨ ン

ソウル科学技術大学
電子ITメディア工学科

火力発電に関わる中国企業で５年
働いたあと、一念発起して日本の
大学へ入学し、自律型ロボットの
最新技術を学びました。自分で貯
めた資金で、自身の力だけでここ
まで来たことを誇りに思います。
大学のテニスサークルでは毎朝５
時からの練習を欠かさず、諦めず
に根気強く取り組む大切さを知り
ました。８歳から書道を習ってい
るので、筆や万年筆にはこだわっ
ています！

卜
ボク

 憲
ケ ン

輝
キ

電気通信大学大学院
情報理工学研究科

CADやCATIAをメインに設計工
学を学びつつ、バスケットボール
部の部長としてメンバーの取りま
とめを行っていました。父から「加
工すればどんなものより強くなる
“鉄”のような人になれ」と言わ
れて育ったので、鉄に関わる仕事
に就くことが夢でした。今は教会
に通い、聖書の勉強をしています。
プライドを持って社会に貢献する
仕事をしていきたいと思っていま
す。

李
イ

 亮
ヤ ン

雨
ウ

成均館大學校
バイオメカトロニクス学科

機械設計の基礎知識を５年にわ
たって叩き込まれました。テニス
部に所属し、九州沖縄大会では団
体戦準優勝を勝ち取りました。
3D CADでエンジン設計を学ん
だことから、大規模な仕事に関わ
れそうなSPCOに魅力を感じま
した。今後はより複雑な設計に携
わり、社会人として自信を付けて
いきたいです。大好きなテニスを
続けながら、フットサルにも挑戦
したいです！

所属：連鋳セクター 連続鋳造部
エンジニアリンググループ 　

所属：エンジニアリング支援センター 
制御技術本部 制御技術一部 製鋼
グループ 　

所属：エンジニアリング支援センター 
制御技術本部 制御技術二部 板圧
延・プロセスグループ

所属：銑鋼セクター 製鋼エンジニア
リング部 転炉・OGグループ

所属：管理部 経理室所属：圧延・プロセスセクター 板圧
延エンジニアリング部 第二グループ

友
ト モ

利
リ

 祐
ユ ウ

太
タ

沖縄工業高等専門学校
機械システム工学科

令和
到来！ 次代を担う 若きホープたちが始動！

人材力で
切り拓く

未来
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［ 完工報告 ］ 年産700万トンを実現したエンジニアリング力

ベトナム最大規模の高炉一貫製鉄所に、当社の転炉製鋼プラントが採用され、
6月から稼働を開始しました。年産700万トンの生産量実現の陰には、
理想的なプラント・レイアウトがありました。

ベトナムに世界最新鋭の
転炉製鋼プラントが完成

［ 完工報告 ］ 当社の技術力に現地政府からも期待

大阪製鐵とインドネシアのKrakatau Steelとの合弁で設立された
PT Krakatau Osaka Steel社（以下 KOS社）が新設した工場で、
本年1月から、当社の大規模な棒鋼・形鋼向けコンバインドミルが稼働しています。

インドネシアに棒鋼・形鋼用
コンバインドミル設備を納入

銑鋼セクター 製鋼エンジニアリング部　
転炉・OGグループ

松村夏樹（左）　梅坪雄史（右）

連鋳・条鋼セクター 条鋼圧延部
エンジニアリング第一グループ

山本幸昌

　新たに転炉製鋼設備が稼働したのは、
Formosa Ha Tinh Steel Corporation
（以下 FHS社）がベトナム・ハティン
省に建設した高炉一貫製鉄所です。
FHS社は、台湾のFormosa Plastic 
Groupを中心に、JFE スチールなどが
資本参加して設立された合弁企業です
が、製鉄事業へ進出した台湾Formosa
社が目指したのは、急成長するベトナ
ム鉄鋼市場の一翼を担う大型の高炉一

　インドネシアでは、鉃道、高速道な
ど国のインフラプロジェクトを中心と
した建設市場の急速な成長に伴い、ア
ングル鋼（山形鋼）やチャンネル鋼（溝
形鋼）など形鋼製品に対する需要が急
拡大しています。こうしたニーズに対
応するため、KOS社がインドネシア・
バンテン州チレゴンのクラカタウ工業
団地内に建設した工場に導入したの
が、多品種生産を可能とするコンバイ

貫ラインを作り上げることでした。
　この施設に当社が提供した転炉製鋼
プラントで最も象徴的なのは、施設内
の物流と鍋ハンドリングの効率を最大
化するため、溶銑予備処理設備（KR３
基）、転炉設備（転炉・OG３基）や二
次精錬設備（LF１基・RH２基）を含む
すべての設備が、理想的に配置された
プラント・レイアウトとなっているこ
とです。これが、年間700万トンの
生産量を支えているのです。さらに4
基目の転炉の設置も考慮した設計と
なっており、将来的には年産1000万
トン規模の生産能力を有する転炉製鋼
プラントとなっています。
　この実績は今後、アジアにとどまら
ず、世界の鉄鋼市場において確実に当
社の大きなアドバンテージになるで
しょう。

ンドミル設備です。
　当社の納入作業は昨年の初夏から始
まりました。わずか三ヵ月弱という短
い試運転期間ながらも、急遽横浜から
駆けつけてくれた応援部隊の助けを得
ながら、無事に設備の据付・試運転調
整の作業を完了しました。
　加熱・圧延から冷却・精整までを一
貫ラインで行い、年間50万トンの生
産を可能にする本設備は、世界的に見
ても大規模なものです。インドネシア
国内でも、アングルとチャンネルの生
産に対応した初の大型コンバインドミ
ルとなっています。
　KOS社としては、多品種の形鋼を
効率生産できる本設備を、将来の事業
展開における中核設備に据え、現在2
交代制の生産体制も本格的な生産拡大
のために近々3交代制になる見込みで

す。条鋼分野のトップメーカーとして
技術力を誇る当社にとっても、本設備
がステータス的な位置付けの納入物件
となることは間違いありません。

ベトナム初の大型高炉一貫製鉄所 海外で拡大する条鋼圧延設備のニーズ

言語の壁を乗り越えて言語の壁を乗り越えて
エンジニアが一番苦労したのは、英語
が話せないベトナムや中国のスタッフ
とのコミュニケーションでした。そこ
で、こちらから紙に書いたり、ボディ
ランゲージを駆使して必死に情報伝達
を図っていくことで、徐々に彼らとの
信頼関係を築くことができたと感じま
した。

竣工式には政府関係者も
本年7月の竣工式には、KOS社の高橋
社長、大阪製鐵の岩﨑社長、当社の灘
社長など関係者およそ350名が参列。
中にはインドネシア政府のハルタルト
工業大臣、チレゴン地方政府関係者、
石井正文インドネシア日本大使など来
賓も多数含まれ、国を挙げての大きな
期待を感じました。
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Topics

SPCOが本社を構える神奈川県は、日本における鉄鋼産業発祥の地のひとつであり、製鉄エンジニアリングの産業遺産が
数多く残っています。江戸時代に建設された横須賀製鉄所で鍛造加工に使用されていたオランダ製のスチームハンマー、
1916年にJFEスチール東日本製鉄所に導入されたドイツ製の中形圧延機、1937年に旧NKK(日本鋼管)に導入された
イギリス人シドニー・G・トーマスによって発明されたトーマス転炉、そして、世界に16基しかないといわれるプラネタリー熱間
圧延機。いずれも海外から導入された機械であり、当時の技術者たちは海外に学びながら、日本の鉄づくりの技術を進化
させてきました。私たちSPCOは、こうした先達の熱い思いと歩みに思いを馳せながら、鉄づくり先進国としての誇りを胸に、メ
イド・オブ・ニッポンの商品とサービスを世界に向けて発信していきます。

江戸時代末期に徳川幕府が築いた横須賀製鉄所
で使用されていたもので、オランダから輸入。この
スチームハンマーは日本国内に現存するものとして
は最古のひとつです。プレス容量は3トンで、蒸気
の圧力で鍛造・加工しました。

スチームハンマー
1865年

1937年に旧NKK（日本鋼管）に導入され、日本
の鉄鋼業界に貢献した貴重な産業遺産です。この
トーマス転炉は、イギリス人シドニー・G・トーマスに
よって発明された燐を含む鉄鉱石の利用を目的とし
た製鋼炉です。1938年から1957年まで京浜製
鉄所で稼動していました。

トーマス転炉
1937年

中形圧延機は1916年に中形製条工場で使用さ
れていたドイツ製の機械です。2～3インチの丸鋼、
角鋼、平鋼、アングル材を生産していました。

中形圧延機
1916年

本体のプラネタリー熱間圧延機は、厚さ150mm
のステンレス鋼板を一度の圧延で最薄2.3mmに
圧延する機械です。世界に16基しかないといわれ
ているうちの1基で、同方式としては世界最大です。

プラネタリー熱間圧延機
フィードロール減速機用歯車

水封式円形クーラ

転炉

ECOARC™ 電気炉

スラブ連鋳

形鋼圧延

PL-TCM

テンションレベラ

CAL CGL

厚板レベラ（SuPerLeveler™）

厚板シャーSPEOS™

棒鋼圧延

ビームブランク・ビレット連鋳 QSP

石灰焼成炉

OG

製銑

転炉

電気炉

連続鋳造

条鋼圧延

板圧延

プロセス機器

薄板プロセス

Products SPCOの主な製品ラインナップ

製鉄エンジニアリングの産業遺産

スキンパスミル

写真・資料／川崎市、横須賀市教育委員会、JFEスチール株式会社
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品質保証部

品質保証の

LOOK UP & KEEP GOING！

更なる高みを目指して、

スマートプロダクツ開発部

AI・ロボット技術で

開発を目指そう！

オンリーワン製品の エンジニアリング支援センター

我々のエンジニアリングで

貢献します！

社に、そして社会に

技術企画部

SPCOならではの

開発＆発明で世界No.1の

技術集団となろう！

圧延・プロセスセクター

上を見ながら

みんなで描きましょう

10年後の未来。

4F

6F

People 私たちがSPCOです［2020から未来へ向けて］

5F

連鋳セクター

俺たちの力で！

創ろうメイド・オブ・ニッポンの

次世代連鋳機！

7F
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People 私たちがSPCOです［2020から未来へ向けて］

8F
10F

11F

9F

銑鋼セクター

“もったいない”で

地球環境に貢献します！

営業本部

Keep on running！

日々成長！

人事総務部

働きやすい職場作りと、

社員皆さんの成長を

サポートします！

調達本部

ベンダーと共に成長し、

プロジェクトの

全体最適に貢献します！

安全・健康推進室

目指すは

“朝来た時と同じように

無事に帰宅しよう！”

管理部

基幹システム・

業務プロセスの改革で

戦略的な管理部門を目指す！

SPCO 2020 34SPCO 202033



People 私たちがSPCOです［2020から未来へ向けて］

社外役員

次の20年に向け、

更なる発展をOB一同祈念します。

青風会横浜（OB会）

SPCOの益々の発展を

祈念します。

我々、第二の青春を謳歌中。

青風会関西（OB会）

OB Message

（その他の皆さん）横浜
本社

関西
事務所

関西から当社を支えます。

長年の知識と経験をフル稼働！

※上記写真はフロア別撮影に間に合わなかった方を対象に撮影しています。
※非常勤監査役、取締役の皆さん

インド
SPI
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「SPCO 2020」を社員、ご家族および関係者の皆様にお届けします。

2001年の設立から本年で20年目を迎えることとなりました。

本誌では2011年からの歩みを振り返り、将来を展望しています。

SPCOは次の10年に向けて、これまでの知見を活かし、新たな領域を追求し続けます。

主役はこれからを切り拓いていく社員一人ひとりです。

発行：スチールプランテック株式会社
〒222-0033
横浜市港北区新横浜 2-6-23
金子第2ビル 4-11F
https://steelplantech.com

2020年4月1日発行

編集協力：株式会社ユニバーサルメディア

SPCO 2020

新横浜界隈2020

本社から徒歩5分に位置する新横浜駅は、JR、
新幹線、市営地下鉄の停車駅。2022年には相
鉄・東急直通線が開通する予定。

マリノス神社。
（市営地下鉄・新横浜駅構内） 横浜F･マリノスの公式キャラク

ター・マリノス君のマンホール。

イベントでおなじみの
「新横浜国際ホテル」。

本社ビル前「アリーナ通り」
付近。ランチタイムには多
くの人で賑わいます。

横浜本社前のモニュメント。

日産スタジアム（正式名称：横浜国際総合競技場）は、横浜F･マリノスのホーム
スタジアム。ラグビーワールドカップ2019も開催されました。

ランチのお店も充実。

多彩な飲食店が建ち並ぶ夜の新横浜駅界隈。右は「ラー博」ことラーメン博物館。
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